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アイルランド共和国第 2 の都市コークの南 14 キロにカリガライン（Carrigaline）の町があ















ンの町史 A Gateway to the Past ― The 





に関しては第 12 章（ The Japanese 
Connection）にまとめられている。アイル
                                                          
1) 防衛省防衛研究所所蔵のコリンズ兄弟に関する日本側史料の検索に関しては、初期の調査段階で現防衛
省防衛研究所戦史研究センター長の庄司潤一郎氏の助言を得た。アイルランド側の写真資料については次


















































                                                          
2) Sean O’Mahony, The History and Folklore of Carrigaline (Shannon Park, 1993), p. 201. 
3) 例えば、19 世紀から 20 世紀中期にかけて大英帝国という枠組みの中でのアイルランド人のインドにお
ける活躍については、拙稿「インド・アイルランド関係と大英帝国」『専修大学社会科学研究所月報』No. 614, 
pp. 1-34 を参照されたい。 







ウンと呼ばれる生家近くのコーヴ（Cobh）の町で、1865 年 11 月 13 日に英国海軍に入隊する。
年齢のこともあり父親バーソロミュー・コリンズが同伴しての入隊手続きがあり、入隊志願書
には父親の同意が記されている。本来英国海軍の一般入隊は 18 歳からの 10 年間であるが、コ
リンズ兄弟には 18 歳に至るまでの 3 年 7 ヶ月が付け加わり、合計で 13 年 7 ヶ月間に及ぶ海軍
での勤務契約となった。数日後英国海軍艦船 H.M.S.「ヘイスティングス」に乗船し入隊時に必
要な儀礼的職務を終えた後、コリンズ兄弟は H.M.S.「ナーシスス」に移され訓練が始まった。
彼らは艦船と当地の海軍学校を行き来して 1872 年 12 月まで訓練を受けることとなる。入隊か











                                                          




れることになった。1807 年から 18 年にかけて倉庫棟が建設され艦隊補給の役割を担い、そのうちの 1 つ
の建物が英国海軍病院となった。その他に一連の煉瓦作りの建物が建てられ、そこには熱帯感染症対応の
病院が併設されることになる。後述の帝国海軍の遣英艦隊関係者が訪問したのはこれらの病院施設の 1 つ
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清戦争直前には海軍軍令部長の要職に就くが、徹底した非戦派であったことが災いし解任され
ている。しかし、次章で詳述するように、中牟田が築地の海軍兵学寮においてアーチボウルド・








70 年（明治 3 年）10 月 2 日、明治政府の太政官は、以後兵式を、陸軍はフランス式、海軍
は英国式とするとの布告を出している。このことはお雇い外国人を招聘する場合も、海軍は英









原宏著『海軍創設史 イギリス軍事顧問団の影』の第 9 章には「英国海軍顧問団（British Naval 











聞奇問、得益不少」奈良本辰也監修、堀哲三郎編集『高杉晋作全集 下』新人物往来社、144-9 頁。 
7) 影山昇『海軍兵学校の教育』第一法規、3-8 頁。 
8) 1868 年から 1900 年までの各種分野でのお雇い外国人数を総計すると、英国系の雇用者数は延べ 4353
人、次いでフランスが 1578 人、ドイツが 1223 人、アメリカが 1213 人となっており、英国からの雇用者
が突出している。Hazel Jones, Live Machines: Hired Foreigners and Meiji Japan (Tenderden, Kent, 
1980), pp. 148-9; イアン・ニッシュ編『英国と日本 日英交流人物列伝』博文館新社、2002 年、33 頁。 
9) 篠原宏『日本海軍お雇い外人』中公新書 893（1988 年）114-8 頁。 





























                                                          
10) 篠原宏『海軍創設史』255-6 頁。 
11) 篠原宏『日本海軍お雇い外人』120-7 頁。 
12) 篠原宏『海軍創設史』222-5 頁。 








就任する前に、練習艦隊司令官や護衛艦隊司令官を歴任し、1976 年 3 月からは自衛艦隊司令
官着任直前の 77 年 8 月まで海上自衛隊幹部学校長に就いている。司令官や幹部学校長期の激
務を考えると、オマホニが触れている防衛研究所戦史部（オマホニの著書では、The Military 



















                                                          
13) Ian Gow, ‘The Douglas Mission (1873-79) and Meiji Naval Education’ in J.E. Hoare, ed., Britain 
and Japan: Biographical Portraits, vol. 3 (Routledge, 1999), p. 150. 
14) 篠原『海軍創設史』262-3 頁; O’Mahony, The History and Folklore of Carrigaline, p. 209. 




スの富士山艦乗組に関しては 5 月 28 日付で同じくチャールズ・ベイリーから中牟田宛への書
簡の中で「『コルネリアス・コリンス』ハ富士山艦ニ滞留可致都合ニ仕置候」と報告されている。16) 
このことからコリンズ兄弟は、ほぼ同じ頃に富士山艦に乗船し日本人水兵達に訓練を施してい




建造された「富士山」（ふじやま、排水量 1000 トン）は、71 年（明治 4 年）6 月に海軍兵学寮
の練習艦に指定されているが、80 年に繫留練習船となり、85 年 12 月には運用術練習艦となっ
ている。フランスで建造された「浅間」（排水量 1422 トン）は、74 年に浅間艦と改名されて
後に砲術、航海術練習艦として名を馳せている。カナダで建造された「肇敏」（排水量 885 ト
ン）は、77 年に練習艦に指定され、79 年には肇敏艦と改名されている。3 隻とも乗組人員数




が 2 名いる。ダグラスは 73 年 7 月から 75 年 7 月に帰国するまでの日本滞在中に海軍兵学校の
基礎を構築したとして、日本海軍史の中で大きな尊敬を集めるとともに、75 年に制定された勲
一等旭日大綬章を受章している。19) ところで、本来 3 年の契約であった顧問団長の任務を途中
で 1 年を残し切り上げるという決断をダグラスがしたことは理解に苦しむが、その背景にはダ
グラスの昇進問題があったのではないかと推察できる。3 年にも及ぶ海外勤務が中佐の階級か
らの昇格の障害になっているとダグラスが考え、移動の希望を 75 年 1 月末に出したと考える
のが最も自然な解釈であろう。ダグラスの移動希望は認められ、彼は 75 年 7 月 23 日に離日し
ている。20) 或いは、ダグラスに好意的に解釈すれば、彼は 2 年間の顧問団を率いての兵学寮で
                                                          
15) 防衛省防衛研究所（以後防研と略記）、海軍省－公文備考－M10－24－59、0576 頁及び公文備考－M10
－27－62、1006 頁。 
16) 防研、海軍省－公文備考－M10－28－63、1381 頁。 
17) 梅渓昇編『明治期外国人叙勲史料集成』思文閣出版、78-9 頁。 
18) これら艦艇の詳細は、海軍歴史保存会『日本海軍史』第一法規出版、第 7，9，10 巻及び片桐大自『聯
合艦隊軍艦銘銘伝』光人社を参照されたい。 
19) 篠原宏『日本海軍お雇い外人』156 頁。 
20) 篠原『海軍創設史』279-80 頁 





























                                                          
21) ‘Sir Archibald Lucius Douglas’, The Douglas Archives: A collection of historical and genealogical 
records, http://www.douglashistory.co.uk/history/archibaldluciusdouglas.htm を参照。 
22) O’Mahony, The History and Folklore of Carrigaline, p. 211. 
23) Ian R. Stone, ‘Spying on the Russians: Archibald Douglas and HMS Egeria at Petropavlovsk, 
1877-1878’, Polar Record, vol. 30, issue 172 (Cambridge, 1994), pp. 39-42. 
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能力からして、日本での在留期間の長短に関係なく、彼の英国海軍での成功は約束されていた
のかも知れない。 


























日本にとっても彼は最も有用な指導者の 1 人であったと言えよう。 
 
                                                          
24) 篠原『海軍創設史』256-60 頁。 
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3．ダグラス顧問団第 1期契約期間の活動 
 
1873 年（明治 6 年）7 月 27 日、英国海軍の顧問団は香港経由で横浜港に無事到着する。英
国出発前の 4 月には両国の間で雇用契約書が交わされている。契約の締結では、日本側が全権
公使の寺島宗則、英国側は海軍本部（Admiralty）の実務を担う Naval Secretary であったロ
バート・ホール（Robert Hall）が立ち会って署名をしている。第 2 条において上級士官と中級
士官には英国客船の 1 等室、下士官及び水夫には 2 等室があてがわれることになり、明治政府
はその費用に加えて日本に出発するに際して支度金として階級に応じて一定額を支払う約束を
している。第 3 条には給与の取り決めがあり、顧問団長のダグラスは年間 4800 ドル（960 ポ
ンド）、副顧問団長で砲術科長のチャールズ・ジョーンズ（Charles W. Jones）、航海大尉で測
量科長のチャールズ・ベイリー及び機関長のフレデリック・サットン（Fredrick W. Sutton）
の 3 人の上等士官には各人年間 3600 ドル（720 ポンド）ずつが約束された。また、中等士官
には基本給と手当を合わせて 1750 ドル、下等士官には同 1090 ドル、掌砲、水兵長及び測量手
には同 920 ドル、俊秀水夫及び適応水夫には同 690 ドルが支払われた。コリンズ兄弟は水夫と
しての勤務であったから、最低額が支払われていたことになる。日本への船旅期間中の給与は













                                                          
25) 海軍兵学校編『海軍兵学校沿革―明治二年～大正八年―』原書房、132-9 頁; O’Mahony, The History and 
Folklore of Carrigaline, pp. 207-8. 
26) この「海軍兵学寮規則」の内容は、岡山大学池田家文庫マイクロフィルム目録データベースシステムの
ものを参照。 
27) 海軍兵学校編『海軍兵学校沿革』138 頁。 
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い外国人として来日し 74 年から 82 年まで海軍兵学寮で英語を教えていたバジル・チェンバレ





普通の若い語学教師であったとの印象が残る。76 年（明治 9 年）7 月 28 日から 3 か年の新し






れに沿ったものであろう。サットンは機関科生徒のために新たに教則を起草し、78 年 5 月 1
日に海軍大輔の川村純義に送付している。サットン提案に対して兵学校長に就任したばかりの
仁礼景範は 5 月 16 日付で川村に書簡を送り、教務課においてサットン案を検討した結果、「実
地経験之上不適当之稜ハ尚修正ヲ加ヘ候様可致候就テハ愈御決定之上ハ現今機関科一号生徒ヲ
除キ其余之生徒ハ右教則ニ遵ヒ教授為致候」と報告している。32) これは機関科の生徒を横須賀
造船所で実地修練させるために提案されたもので、74 年 6 月 3 日に兵学寮横須賀分校として本
格的に機関科の養成が始まる。教師は副機関士のトーマス・ギッシング（Thomas S. Gissing）
が行ったが、その後 78 年 6 月に海軍兵学校附属機関学校となり、これが帝国海軍の機関学校
                                                          
28) 「新兵学寮規則」は英国海軍の The Queen’s regulations and the Admiralty instructions for the 
government of Her Majesty’s Naval Service, 1862 に依拠するところが見られる。篠原『海軍創設史』266-7
頁。 
29) 防研、海軍一般史料、明治 9 年海軍省布達全書、JACAR（アジア歴史資料センター）、レファレンスコー
ド C12070001100。 
30) 防研、海軍省－公文備考－M10－24－59、0808 頁。 
31) 防研、海軍省－公文類纂－M6－22－144、1671 頁。 
32) 防研、海軍省－公文類纂－M11－26－330、0369-0373 頁。 
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の始まりである。そして 81 年には海軍機関学校と改称されている。33) サットンの助言の下機
関学校を具体的に推進していったのは、横須賀造船所長であり海軍兵学校長も歴任した中牟田





及び船具職のモノー両名は、77 年 5 月をもって解雇され造船所を離れている。35) 兵学寮のみな
らず機関学校においても英国人顧問の意見が重用される中で、英国海軍からの雇い入れ軍人第






年（明治 7 年）12 月にクリスチソンは遊歩区域外の埼玉県蕨宿で遊猟・止宿する事件を起こし
ている。外国人免状を所持していなかったため、県に通報され埼玉県官員に海軍省まで護送さ






                                                          
33) 篠原『海軍創設史』272, 274-6, 282 頁。 






































1876 年 7 月に 3 年の契約期間が過ぎると、トーマス・ギッシングとウィリアム・ハーディ
ング（William J. Harding）の両副機関士、さらには掌砲長（chief gunner）であったジョセ
フ・ヒギンズ（Joseph Higgins）といった中級士官で兵学寮での教育の中枢を担う人材を含め
14 名が英国に帰国する。日本に残りさらに 3 年の契約を結んだ 18 名の中には、顧問団長を引
                                                          
36) 芳賀明子「明治前期埼玉の外国人に関する史料について─埼玉県外事関係行政文書を中心に─」『文書
館紀要』埼玉県立文書館、10 号（1997）、62-3 頁。 
37) 防研、海軍一般史料、明治 9 年海軍省布達全書、JACAR レファレンスコード C12070000400。 




サットン以下 17 名の定訳書訳文を総計 100 部活版印刷にかける申し出がなされている。その
内訳は、サットンとベイリー関連で 14 部、一等掌砲長のジョセフ・オースティン（Joseph W. 
Austin）とチーフ掌砲長のエマヌエル・ヨウ（Emmanuel S. Yeo）関連で 14 部、さらにコリ
ンズ兄弟を含む中下士卒の 13 名で 72 部である。この定訳書は契約の 3 年延長に伴う書類と推
察される。38) 翌 77 年にジョーンズ中佐は病死するが、顧問団員が徐々に減少する中、コリン
ズ兄弟にかかる負担と期待はさらに大きくなっていったと考えられる。最後まで兵学校の教育
に尽くした者としては、コリンズ兄弟の他には砲術担当で一等測量手のフレデリック・ハモン














とってかなりの高額であったことになる。週 5 ポンドというと月約 20 ポンドであり、ドルで
換算すると約 100 ドルとなる。明治 13 年ごろの為替レートは、日本銀行創設が明治 15 年であ
るので正式なものは残っていないが、当時ニューヨーク向けで最高値（平均値はこの年のもの
は残っていない）は、100 円＝95.25 ドルぐらいであったと言われており、約 1 円＝1 ドルの
換算になる。5 ポンドには、オマホニが言うように給与の他に諸手当も含まれていたから、海
                                                          
38) 防研、海軍省－公文類纂－M10－27－247、0555-0556 頁。小森沢長政は、初期の海軍法制度の確立に
尽力したことでも知られる。 
39) 防研、海軍省－公文備考－M10－24－59、0804-0816 頁 
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を終えた英国顧問団員は結局 13 名であり、79 年 5 月 2 日に 3 年の再雇用期間を終えて兵学校
を離れている。その中にはコリンズ兄弟も含まれていた。40) 契約延長をした顧問団員の再契約
も 79 年には満期を迎えたわけであるが、その 1 年程前から兵学校の教務課サイドでは、顧問
団員が帰国してしまった後の兵学校教育をどのように行うかについて議論がなされていた。41) 





コリンズ兄弟は他の英国人教官達と船で 2 ヶ月かけて英国に戻り、直後にほぼ 10 年ぶりに







るのが自然であろう。83 年（明治 16 年）1 月 21 日に海軍卿から外務卿及び会計局長に宛てら
れた書簡を見れば、コーネリアス・コリンズの契約は 82 年 11 月 21 日に切れており、さらに
3年契約を更新することが決定されている。43) 一般に契約は3年間であったことを考慮すると、
日本に再来日した時点でのコリンズ兄弟の契約は 79 年 11 月 22 日に始まったと考えるのが妥
当であろう。英国海軍の一員として滞在した前回の契約が 79 年 5 月 2 日に終了していること
                                                          
40) 篠原『海軍創設史』281-2 頁; O’Mahony, The History and Folklore of Carrigaline, pp. 212-3 
41) 防研、海軍省－公文類纂－M11－26－330、0383-0384 頁。 
42) 防研、海軍省－公文原書－M12－32－275、0146-0147, 0323-0325 頁。 
43) 防研、海軍省－公文原書－M15－38－506、0936 頁。「客年十一月二十一日雇満期ノ処引続キ向三ヵ年
間従前之給料ヲ以雇継候條此旨及御通達致也 明治十六年一月二十一日」 
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こうしてコリンズ兄弟は再度海軍兵学校に迎えられるが、80 年及び 81 年の試験の記録によ
れば、兄弟は 79 年（明治 12 年）の離日前と同じ科目を教授していたようである。彼等の寄留
地としては、コーネリアスが海軍造船所官宅、ジョンが横須賀 11 番官舎との記録もある。こ
の記録は 80 年 7 月末に出されたコリンズ兄弟の「旅行免状渡方外務省へ掛合」と称するもの











年 8 月 2 日付で東海鎮守府司令長官海軍少将林清康宛に、そして 5 日付で林から海軍卿榎本武
揚に届けが出されている。ジョンの出発届も 8 月 2 日付で浅間艦長井上良馨より東海鎮守府司
令長官宛に、その後 5 日付で林より海軍卿榎本に届けがある。46) 公文原書には、ジョン・コリ
ンズの外国人内地旅行免状返納が、8 月 31 日付で林鎮守府司令長官から海軍卿代理の伊東祐麿
海軍少将に宛てて報告されている。47)  
                                                          
44) 防研、海軍省－公文原書－M13－49－395、1268-1276 頁。 
45) 防研、海軍省－公文原書－M13－48－394、0950-0956 頁。 
46) 防研、海軍省－公文原書－M13－51－397、1044-1046 頁。 
47) 防研、海軍省－公文原書－M13－55－401、0203 頁。 
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旨 83 年 9 月 19 日付で中牟田鎮守府長官に願い出ている。50) 富士山艦長児玉利国海軍中佐も
コーネリアス・コリンズとウッドワードに対し、「御雇教師二名官費饗応之義上申」との上申書
を鎮守府長官に 11 月 20 日付で提出し、「右者当艦御乗付相成候従来一般教授上ハ素ヨリ士官
                                                          
48) 東海鎮守府長官とコリンズ兄弟及びウッドワードとの再契約文書は、防研、海軍省－公文原書－M15
－38－506、0936-0960 頁を参照。 
49) 防研、海軍省－公文原書－M15－38－506、0963 頁。 
50) 防研、海軍省－普号通覧－M16－31－31、0667-0668 頁。 





























                                                          
51) 防研、海軍省－普号通覧－M16－40－40、1255-1256 頁。 
52) 防研、海軍省－普号通覧－M16－38－38、1076-1079 頁。 
53) 秦郁彦『日本陸海軍総合事典』第 2 版、東京大学出版会、2005 年。 
54) O’Mahony, The History and Folklore of Carrigaline, p. 216. オマホニは「浅間艦」の指揮を執ってい
たのは山本権兵衛であるとしているが、彼は同艦の副長として活躍していた。 
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力点を置いた訓練に移行しようとしていたことから、砲術指導に長けたジョン・コリンズの存
在は大いに重宝したに違いない。コーネリアス・コリンズとウッドワードが乗組んだのは浦賀
を母港とする「富士山艦」であった。帝国海軍のお雇い外国人は、74 年の 96 人、79 年の 51
人をピークに急減しているが、その理由としては、海軍近代化に役立つ技術や教育等を海軍は
この頃殆ど吸収し、近代化を進める人材を日本人で充足できる体制が整ってきたことが挙げら










最終的な帰国にあたりコリンズ兄弟は叙勲を受けているが、まず帰国 1 年前の 87 年（明治











は、the 6th Class of the Imperial Japanese Order of the rising Sun となっている。56) この勲
位進級は、賞勲局文書によると海軍大臣西郷従道よりの申し立てによるものであるが、英国海
軍の一等水夫の階級でしかなかった者が、叙勲のみならず僅か 1 年の間に勲位進級を果たした
                                                          
55) 篠原宏『日本海軍お雇い外人』153-4, 193-9 頁。 
56) O’Mahony, The History and Folklore of Carrigaline, p. 221. 
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事実も、彼らに対する帝国海軍の評価が極めて高かったことを示唆するものである。57)  
 



























                                                          
57) 梅渓昇編『明治期外国人叙勲史料集成』78-9, 212-4 頁。 
58) O’Mahony, The History and Folklore of Carrigaline, pp. 222-5. 北洋水師には、例えば「定遠」にド
イツ砲兵少佐フォン・ハネッケンや英国海軍下士ニコルスが、「鎮遠」にはドイツ人砲術長ヘックマン等が
顧問団として乗組んでいた。篠原『海軍創設史』381 頁。 
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一端を担ったと感じた瞬間でもあった。59)  



























                                                          
59) O’Mahony, The History and Folklore of Carrigaline, p. 225. 
60) 装甲巡洋艦「浅間」は、先述の 77 年に砲術・航海術練習艦となった初代「浅間」（後に「浅間艦」と
称される）とは別の艦船である。 
61) 防研、海軍省－公文雑輯－M33－7－281、0392-0414 頁。 
62) 別途引用するものを除けば、ここからの記載は遣英艦隊関連書類（一）遣英艦隊報告軍艦浅間報告（防
研、海軍省－遣英遣米－M35－1－1、0144-0149 頁）とオマホニの前掲書の情報に基づく。 







告であるが、浅間報告に書き写された地元紙の記事は、見出しで JAPANESE WARSHIPS: The 
Assami and Takassago in the harbor, skilful manoeuvring と掲げ、「浅間」「高砂」両艦の綴
りミスはあるが、両艦船員の操船技術を称えて投錨碇泊までの模様を詳細に紹介している。64) 
浅間報告ではホールボーリン島は、「小規模ナル海運造船廠アルモ単に艦船ノ小修理等」に留ま
                                                          
63) 明治 35 年遣英軍艦報告浅間艦長（二） 遣英艦隊軍艦浅間航海報告第 6（防研、海軍省－遣英遣米－
M35－4－4、0418-0420 頁） 
64) 浅間報告では、同紙で両艦の操船の様子は次のように紹介されている。‘The flagship Assami proceeded 
first towards her mooring position and following in her wake was the Takassago. Nearing the buoys it 
was observed that both of the men-o’-war were steaming rather too quickly to make fast to them with 
the result that they missed their mark. Now was given a display of the seamanship and ability of the 
Japanese, when the vessels were in an awkward position. They backed and then worked their engines 
ahead in the futile effort to become moored, but each ship missed catching her buoy. The channel being 
very narrow, there was considerable risk in going ahead and backing, inasmuch as the Point mud bank 
runs out very far and to this bank the Takassago went exceedingly close, carried by the flood tide, 
whilst the Assami also went dangerously near to it. However, through expert seamanship on the part 
of the Japanese both ships succeeded in getting clear, but they were compelled to steam to Monkstown 
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るとの印象が伝えられている。 







































地方病院トシテ整頓セリ」と報告している。65) 翌 24 日両艦はクインズタウンを出航し、カー
ディフ、リスボン、ジブラルタル、ナポリに立ち寄った後、日本に向けて帰路についている。 
その後もジョン・コリンズは、アイルランド救貧法施行のために特設された監視委員会
（Board of Guardians）や地区評議会（Rural District Council）において 1907 年まで活躍し
ている。その間、地区評議会の会長への立候補を打診された時にはそれを断ったが、地区評議
会を代表してコーク州評議会に出席している。ジョンと比べると地域との関わりよりは農業に
熱心であったコーネリアスは、1920 年に 69 歳になる直前に死去している。その後ジョンは、
肉体の衰えとともに各種催しへの参加は少なくなり、18 年経った 1939 年に 88 歳の高齢で亡
くなる。オマホニの著書にはコリンズ兄弟の紋付き袴姿の写真が掲載されている。66) その姿は、
兄弟がいかに日本に溶け込み愛着を持っていたかを指し示すものである。兄弟が短期間のアイ






                                                          
65) 明治 35 年遣英軍艦報告高砂艦長（三）（防研、海軍省－遣英遣米－M35－5－5、0469-0470 頁） 
66) O’Mahony, The History and Folklore of Carrigaline, pp. 218, 228-30. 
